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 超人って何？スーパーマンのこと？ マジンガーZ バロムワン?（古いかな？） 

ちがう。ドイツの哲学者フリードリヒ・ニーチェが名付けた「新しい生き方がで

きる人」のことである。浅学を顧みず私が共感した彼の哲学を紹介する。 

父や弟を亡くす不遇な幼少期を過ごしたニーチェは、頭脳明晰で真面目すぎる

性格だったらしい。大学を首席で卒業すると同時に博士課程を飛び越えて、名門

バーゼル大学教授に抜擢され欧州屈指の学者の 1人となった。しかし、彼の授業

や講演は超難解すぎて学生が集まらず、渾身の著書「ツァラトゥストラ」も全く売れず、専門家

でも「ちょっと何言ってるかわからない」と酷評される始末。その後の彼には幼少期以上の不遇

が襲う。初恋は実らず、得意な学問で奮起しようとツァラトゥストラの続編を執筆し続けるも全

く売れず評価もされず。ある日、鞭
むち

で打たれる馬に駆け寄り抱きしめた瞬間に発狂(精神分裂)し

入院、54歳で亡くなった。何とも、あまりにも、不遇な人生だったようだ。 

さて、「ツァラトゥストラ」とは、主人公ツァラトゥストラ(ニーチェの分身)が「人はどう生き

るべきか」を民衆に説くというストーリーの哲学書だ。 

ツァラトゥストラかく語りき＝人生で起こる出来事に悩み苦しみ、逃げたりあきらめたりして

いるとついには無関心(ニヒリズム)に陥る。人はひたすら安楽のみを求め怠惰な生活を送る。そ

のような人を末人(まつじん)という。末人にだけは、絶対になってはいけない！と。 

「じゃ、どーすりゃいいんだ！」と民衆は反論する。 

するとツァラトゥストラかく語りき＝超人になるのだ！人生は永劫回帰「人生は永遠に繰り返

される。今、悩んだり苦しんだりする者は、未来も同じ悩み苦しみを繰り返す。今、逃げたりあ

きらめたりする者は未来でも逃げ、あきらめる。だから、人生を悔やまず、頼らず、今をより良

く生きるのだ！今、すべてを肯定するのだ。人生に起こるすべての出来事をいやだ、ダメだと思

えば未来永劫いやでダメな人生が繰り返されるだけだ。今のすべてを肯定(受容)できたなら輝く

未来が繰り返されるだろう。ラクダのように一歩一歩地道に学び働き、獅子のように社会で活躍

し、最後は幼子のような純真な心で人生を送るのだ。そのように自己を確立し、すべてを肯定的

に考え行動できる人を超人というのだ！と。 

「ツァラトゥストラ」はニーチェ没後大ベストセラーとなり、彼の哲学は世界に認められた。   

私は彼の人生を不遇だと記した。が、ニーチェ自身は、父弟と死別した幼少期、失恋の青年期

と学者失格の壮年期を経て、ついに精神を病み亡くなる直前まで「私の人生は、輝きに満ちたす

ばらしい人生だった。」と述懐し、「たった一度でいい！愛される喜びを受けたことがあるのなら、

それは生きるに値する人生なのだ。」と断言。不平や不満ばかりを言い、悩みや苦しみを乗り越え

ようとしない多くの末人たちに彼の哲学は奮起を促している。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ＜3 学期始業式＞ 
 1 月 5 日（木）全校児童生徒が講堂

に集まり始業式を行いました。３学期

は令和４年度のまとめの学期、そして

卒業・進級に向けての準備の学期で

す。みんな真剣に新学期最初の校長先

生のお話を聞きました。 

 

 

＜運動会の予行練習＞↑ 3 年ぶりの日本人会大運動会に向け
て 1 月 18 日（水）19 日（木）練習しました！校内のグランド
と 321Sports 会場の感覚は違いますが学校種目や中学部応援パ
フォーマンスを繰り返し練習しました。 

＜第 42回アブダビ日本人会大運動会 1月 21日（土）会場：321Sports Hudayriyat 島＞ 

 快適なアブダビの冬晴れの下、3 年ぶりに開催された運動会。本校を含むアブダビ日

本人会の団結の強さと親睦を確認し合えた手作り感満載の各種目や競技。子どもから大
人まで大満足できた運動会を開催することができました。 

＜避難訓練＞ 
地震を想定した避難訓
練を 1 月 11 日（水）
行いました。机の下に
避難→揺れが収まった
らすばやく外へ→避難
場所での安否確認人員
点呼。真剣に取り組め
ました。 

写真上から 開会式  

70m 走  

アブダビタイフーン 

アブダビ 1 速い人  

玉入れ 

本校生徒のあいさつ  

長縄跳び 


